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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

（注）平成23年３月期から連結財務諸表の作成を始めたため、平成23年第１四半期の対前年増減率については記載していません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 896 △30.0 △62 ― △81 ― △83 ―
23年3月期第1四半期 1,280 ― △37 ― 84 ― 3 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △98百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △56百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △21.63 ―
23年3月期第1四半期 0.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 6,825 1,973 28.9
23年3月期 7,005 2,072 29.6
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  1,973百万円 23年3月期  2,072百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,905 △23.8 △134 ― △165 ― 93 ― 23.98
通期 4,301 △10.1 △154 ― △215 ― 42 ― 10.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法上に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 4,605,760 株 23年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 740,126 株 23年3月期 740,126 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 3,865,634 株 23年3月期1Q 3,940,384 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における世界経済は、ギリシャの債務問題に端を発したユーロ圏の混乱、米国のＱＥ

２による資金供給が資源・食料品高騰を生じさせ同国の経済低迷が続いているなど不透明な状況です。通貨安や資

源高の恩恵を受け経済的に好調な国々がある一方、債務問題に苦しむ国々が存在するまだら模様となっています。

 わが国経済は、円高により輸出産業が大きい打撃を受けている最中に発生した東日本大震災により、電力供給、

サプライチェーンに支障を来たし、自動車生産が半減するなど大変な損失を被り、貿易収支が赤字となる事態にな

っています。 

 このような環境下、当社グループにおいても同期間中の自動車部品売上は大幅に落ち込んだうえ、長年主力製品

であった薄型ＴＶ部品売上もわずかとなりました。節電効果の高いエアコンや、食品容器、医療機器等は順調に推

移したものの、当社全体の売上高としては大きな落ち込みとなりました。これに対し、全社を挙げて外注加工費、

請負費用、固定費の削減に取り組み、６月末には埼玉県草加市の本社不動産の売却契約を締結しました。 

 今後といたしましては、自動車部品、一眼レフカメラ部品等の中国・東南アジアでの生産引き合い、受注が活発

であり、これらを当社グループとしての成績に繋げてまいります。 

 これらの結果、当第１四半期連結累計期間といたしましては、売上高は８億96百万円（前年同期比30.0％減）、

営業損失62百万円（前年同期は営業損失37百万円）、経常損失81百万円（前年同期は経常利益84百万円）、四半期

純損失83百万円（前年同期は四半期純利益３百万円）となりました。 

 なお、各セグメントの状況は次のとおりです。 

  

① 成形品セグメント 

 成形品セグメントとは、主に当社の製造加工設備など有形固定資産を駆使し、エンジニアリング・プラスチッ

クの射出成形を構成要素に含む自動車部品、医療・食品容器、家電、エレクトロニクス部品などの設計開発から

サプライチェーンマネジメントまでのバリューチェーンを含む全体又は一部を受託し、量産供給するビジネスモ

デルです。 

 本セグメントの国内主要製品はエアコン部品、自動車部品、医療・食品容器等であり、また、海外からの輸入

商品は自動車部品等です。当第１四半期連結累計期間においては、原発事故に端を発した電力供給問題により節

電意識が高まり、節電効果の高いエアコン需要が増加、部品売上も伸張しました。また、デザイン性の高い食品

容器、医療機器も順調に推移しました。 

 一方、自動車部品の売上が前年同期と比べ約半減し、長年の主力であった薄型ＴＶ向けの生産・売上がわずか

となりました。 

 これらの結果、本セグメントの売上高は７億95百万円（前年同期比33.1％減）、セグメント利益は33百万円

（前年同期比61.1％減）となりました。 

  

② 金型・技術セグメント 

 金型・技術セグメントとは、主に当社の特許、ノウハウ等の産業財産権を駆使した成果を、金型や金型温調装

置といった有形の商品に表現したり、ライセンス料やソフトウエア収入といった無形のサービスに表現すること

で、顧客のニーズに対応するビジネスモデルです。 

 本セグメントにおいては、タブレット型ＰＣに押されたノートＰＣが苦戦したことからライセンス収入が減少

しましたが、金型売上は新規製品の受注もあり前年同期比約２倍増と好調でした。 

 また、金型温調装置を大手の機械メーカーに委託したため、装置の売上は直接金額の計上からライセンス収入

に変わっています。 

 これらの結果、本セグメントの売上高は１億円（前年同期比9.7％増）、セグメント利益19百万円（前年同期

比6.5％減）となりました。 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、68億25百万円となり、前連結会計年度末比１億80百万円減少しま

した。この主な要因は、売上債権の減少１億72百万円等です。 

 負債合計は、48億51百万円となり前連結会計年度末比81百万円減少しました。この減少は、その他流動負債が

97百万円増加したものの、仕入債務が１億81百万円減少したこと等によるものです。 

 純資産合計は、19億73百万円となり、前連結会計年度末比98百万円減少しました。この主な要因は、利益剰余

金の減少83百万円等です。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ73百万円増加し16億３百万円となりました。 

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 仕入債務の減少１億81百万円等があったものの、売上債権の減少１億72百万円、減価償却費58百万円等によ

り、当第１四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は16百万円（前年同期は５百万円の支出）

となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の売却による収入68百万円等により、当第１四半期連結累計期間において投資活動の結果得られ

た資金は60百万円（前年同期は５億82百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金の純増加額３億円、長期借入れによる収入50百万円等の増加要因があったものの、長期借入金を３

億52百万円返済したこと等により、当第１四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は２百万円

（前年同期は44百万円の支出）となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 2012年３月期の連結業績予想につきましては、2011年５月13日に公表しました連結業績予想に変更はありませ

ん。  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

   

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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 当社グループは、連結財務諸表作成会社である当社の単体決算において前事業年度まで３期連続で営業損失及び当期

純損失を計上するとともに、売上高の著しい減少という状況が継続しています。また、連結決算についても前連結会計

年度において営業損失、当期純損失を計上しています。 

 当第１四半期連結累計期間においても引き続き営業損失及び四半期純損失を計上しており、業績の回復には至ってい

ないため、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在していま

す。 

 なお、継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期連結財務諸表 （４）継続企

業の前提に関する注記」をご覧ください。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(2011年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2011年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,529,446 1,603,324

受取手形及び売掛金 1,421,457 1,248,961

商品及び製品 123,479 117,244

仕掛品 45,192 42,174

原材料及び貯蔵品 75,498 70,900

その他 33,554 53,233

貸倒引当金 △3,810 △8,223

流動資産合計 3,224,818 3,127,615

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,351,061 1,333,113

機械装置及び運搬具（純額） 472,592 438,814

土地 458,296 458,296

その他（純額） 33,546 29,923

有形固定資産合計 2,315,497 2,260,148

無形固定資産   

その他 12,859 11,456

無形固定資産合計 12,859 11,456

投資その他の資産   

投資有価証券 201,859 185,332

関係会社株式 716,431 703,634

投資不動産（純額） 239,144 239,007

保険積立金 249,893 253,964

その他 45,211 44,146

投資その他の資産合計 1,452,541 1,426,085

固定資産合計 3,780,898 3,697,691

資産合計 7,005,716 6,825,307
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(2011年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2011年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 822,335 640,598

短期借入金 850,000 1,150,000

1年内返済予定の長期借入金 1,201,826 1,150,612

賞与引当金 － 15,000

その他 102,300 199,302

流動負債合計 2,976,461 3,155,512

固定負債   

長期借入金 1,770,604 1,519,070

退職給付引当金 119,081 118,936

役員退職慰労引当金 39,604 41,016

その他 27,623 17,120

固定負債合計 1,956,912 1,696,143

負債合計 4,933,374 4,851,656

純資産の部   

株主資本   

資本金 595,916 595,916

資本剰余金 744,503 744,503

利益剰余金 1,069,416 985,785

自己株式 △297,649 △297,649

株主資本合計 2,112,185 2,028,555

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16,039 9,581

為替換算調整勘定 △55,882 △64,486

その他の包括利益累計額合計 △39,842 △54,904

純資産合計 2,072,342 1,973,650

負債純資産合計 7,005,716 6,825,307
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 2010年４月１日 
 至 2010年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2011年４月１日 
 至 2011年６月30日) 

売上高 1,280,442 896,046

売上原価 1,173,220 842,700

売上総利益 107,221 53,345

販売費及び一般管理費 144,297 116,261

営業損失（△） △37,075 △62,915

営業外収益   

受取賃貸料 4,435 4,435

保険解約益 6,506 －

持分法による投資利益 141,166 －

スクラップ売却益 － 2,244

その他 2,619 2,945

営業外収益合計 154,728 9,625

営業外費用   

支払利息 24,184 22,047

持分法による投資損失 － 4,198

投資有価証券評価損 － 697

その他 9,393 1,054

営業外費用合計 33,578 27,999

経常利益又は経常損失（△） 84,074 △81,288

特別利益   

固定資産売却益 2,529 782

貸倒引当金戻入額 2,064 －

賞与引当金戻入額 37,595 －

その他 4,823 －

特別利益合計 47,012 782

特別損失   

固定資産売却損 － 1,881

固定資産除却損 23 －

役員特別退職慰労金 3,877 －

早期割増退職金 131,150 －

特別損失合計 135,051 1,881

税金等調整前四半期純損失（△） △3,964 △82,388

法人税、住民税及び事業税 797 1,242

過年度法人税等 △7,344 －

法人税等調整額 △716 －

法人税等合計 △7,263 1,242

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,299 △83,630

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,299 △83,630
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 2010年４月１日 
 至 2010年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2011年４月１日 
 至 2011年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

3,299 △83,630

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △56,794 △6,457

為替換算調整勘定 △2,848 △5

持分法適用会社に対する持分相当額 － △8,598

その他の包括利益合計 △59,643 △15,061

四半期包括利益 △56,343 △98,692

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △56,343 △98,692

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 2010年４月１日 
 至 2010年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2011年４月１日 
 至 2011年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △3,964 △82,388

減価償却費 84,611 58,684

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,064 4,412

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,595 15,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,981 △144

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,662 1,412

受取利息及び受取配当金 △342 △160

支払利息 24,184 22,047

持分法による投資損益（△は益） △141,166 4,198

固定資産売却損益（△は益） △2,506 1,099

売上債権の増減額（△は増加） △25,121 172,496

たな卸資産の増減額（△は増加） △892 13,852

保険積立金の増減額（△は増加） 26,071 △4,071

仕入債務の増減額（△は減少） △55,538 △181,736

未払金の増減額（△は減少） 111,557 △5,919

その他の流動資産の増減額（△は増加） 20,350 △891

その他 17,833 23,250

小計 25,735 41,144

利息及び配当金の受取額 358 159

利息の支払額 △22,135 △19,762

法人税等の支払額 △9,047 △6,593

法人税等の還付額 － 1,198

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,088 16,146

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,896 △8,032

有形固定資産の売却による収入 17,630 68,845

有形固定資産の除却による支出 △55 －

投資有価証券の取得による支出 △599 △731

関係会社株式の取得による支出 △580,687 －

その他 △8,956 255

投資活動によるキャッシュ・フロー △582,564 60,336

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） － 300,000

長期借入れによる収入 100,000 50,000

長期借入金の返済による支出 △132,498 △352,748

自己株式の取得による支出 △11,511 －

配当金の支払額 △22 △99

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,032 △2,847

現金及び現金同等物に係る換算差額 △586 241

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △632,273 73,878

現金及び現金同等物の期首残高 2,763,703 1,529,446

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 729 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,132,159 1,603,324
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（４）継続企業の前提に関する注記

当第１四半期連結会計期間 
（自 2011年４月１日 
至 2011年６月30日） 

当社グループは、連結財務諸表作成会社である当社の単体決算において前事業年度まで３期連続で営業損失及び当期

純損失を計上するとともに、売上高の著しい減少という状況が継続しています。また、連結決算についても前連結会

計年度において営業損失、当期純損失を計上しています。 

 当第１四半期連結会計期間においても引き続き営業損失及び四半期純損失を計上しており、業績の回復には至って

いないため、前連結会計年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在してい

ます。 

 当社グループは、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しています。 

(1) 新たに策定した中期３ヵ年経営計画（第70期～第72期）によって変革と成長の推進を図っています。 

(2) 本年１月から実施の新生「栃木工場」への組織再編（旧西方工場と旧栃木ＣＲ工場の統合）により、製造原価領

域の競争力を更に向上させています。 

(3) 本社不動産（埼玉県草加市）を売却し、本社機能の栃木工場（栃木県上都賀郡西方町）への移転集約を完了させ

ることで、販売管理費領域の競争力を改善します。これについては、2011年６月29日に売買契約を締結し、705百

万円で本社不動産を売却することとなり、2011年９月末をもって不動産の引渡及び売却代金の受取を行う予定で

す。 

(4) 本社の栃木工場への移転集約により、製造・技術・品質・物流・販売・管理全ての機能を一拠点に統合させるこ

とで、経営効率の更なる迅速化を図ります。上記(3)のとおり2011年９月末に本社不動産を引き渡すことから９月

中にも本社機能を栃木工場へ集約し、迅速・効率的な経営環境を構築していきます。 

(5) 自動車、医療・食品・その他セグメントの新旧顧客に対する、営業・技術組織体制を強化・拡充します。特に医

療分野においては、現在取引中の得意先との間で大型の新規案件に対する試作・開発が進行中であり、2013年３

月期以降から2014年３月期における営業利益の増大が見込まれます。 

(6) 資金繰りについて 

① 当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。また、2011年４月

に新規金融機関から新たに50百万円の借入を行いました。 

② 本社不動産（埼玉県草加市）の売却による収入によって、当該不動産担保に見合う長期借入金を返済し、有利

子負債を軽減します。本社不動産の売却代金705百万円により不動産担保に見合う長期借入金600百万円を返済

いたします。 

 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、今後の受注動向や経済環境に左右されることから、現時点

では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社グループの四半期連結財務諸表は継続企業を前提としており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を四半期連結財務諸表に反映していません。 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2010年４月１日 至2010年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しています。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2011年４月１日 至2011年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しています。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

   

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期連結損益
計算書上計上額 

（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  1,189,059  91,382  －  1,280,442

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  1,189,059  91,382  －  1,280,442

セグメント利益  85,924  21,296  －  107,221

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期連結損益
計算書上計上額 

（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  795,838  100,208  －  896,046

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  795,838  100,208  －  896,046

セグメント利益  33,423  19,922  －  53,345

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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（１）販売の状況 

  

  

５．補足情報

（千円未満切捨て）

  

前第１四半期連結累計期間 
（自 2010年４月１日 

  至 2010年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 2011年４月１日 

  至 2011年６月30日） 
対前年同期比 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 増減率（％）

成形品セグメント   

家電分野  315,170  24.6  447,890  50.0  132,720  42.1

医療・食品容器その他分野  219,971  17.2  213,939  23.9  △6,031  △2.7

自動車分野  221,937  17.3  93,648  10.4  △128,289  △57.8

エレクトロニクス分野  431,981  33.8  40,360  4.5  △391,620  △90.7

小計  1,189,059  92.9  795,838  88.8  △393,221  △33.1

金型・技術セグメント  91,382  7.1  100,208  11.2  8,825  9.7

合計  1,280,442  100.0  896,046  100.0  △384,395  △30.0
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